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1. 平成31年3月期第2四半期の連結業績（平成30年4月1日～平成30年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

31年3月期第2四半期 20,427 5.2 2,271 16.6 2,272 14.5 1,487 11.3

30年3月期第2四半期 19,425 △2.7 1,948 23.6 1,983 65.0 1,336 65.1

（注）包括利益 31年3月期第2四半期　　1,519百万円 （△14.8％） 30年3月期第2四半期　　1,783百万円 （152.1％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

31年3月期第2四半期 81.08 ―

30年3月期第2四半期 72.85 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

31年3月期第2四半期 48,699 37,639 75.5

30年3月期 48,301 37,784 75.9

（参考）自己資本 31年3月期第2四半期 36,761百万円 30年3月期 36,649百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

30年3月期 ― 10.00 ― 33.00 43.00

31年3月期 ― 10.00

31年3月期（予想） ― 36.00 46.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有

　　　配当予想の修正については、本日（平成30年11月５日）公表しました「配当予想の修正に関するお知らせ」をご覧ください。

3. 平成31年 3月期の連結業績予想（平成30年 4月 1日～平成31年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 41,000 6.0 4,200 10.5 4,200 10.1 2,800 8.4 152.63

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、添付資料P．８　「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（四半期連結財務諸表の作成に特

　　　有の会計処理の適用）」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 31年3月期2Q 23,513,701 株 30年3月期 23,513,701 株

② 期末自己株式数 31年3月期2Q 5,168,678 株 30年3月期 5,168,628 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 31年3月期2Q 18,345,036 株 30年3月期2Q 18,345,438 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　　 上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報及び将来の業績に影響を与える不確実な要因に係る本資料発表日現在における仮定を

　前提としており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績は、今後様々な要因によって大きく異なる結果となる可能性

　があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益、雇用・所得環境の着実な改善を背景に、緩やかな

回復基調で推移しました。一方海外は、米国の通商政策による貿易摩擦の懸念、原油価格の高騰及び中東・東アジ

アの地政学リスクの不確実性など、依然として先行き不透明な状況が続いております。

 当社事業の主要分野であります食品業界におきましては、節約志向の継続により、企業を取り巻く事業環境は厳

しい状況が続いております。 

 このような環境の中で当社グループ（当社、連結子会社及び持分法適用会社）は、引き続き対処すべき課題とし

て

①市場変化への対応 

②販売の強化（グローバル化） 

③品質管理体制の維持・強化 

④環境への取り組み 

⑤人材育成 

⑥業務改善による全体最適化 

を掲げ、企業価値の向上に取り組んでおります。 

 この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は、204億27百万円（前年同四半期比5.2%増）となりました。営

業利益は、化粧品・トイレタリー用途の乳化剤及びサプリメント用途の機能性食品素材の売上が増加したこと等に

より22億71百万円（前年同四半期比16.6%増）となりました。経常利益は、22億72百万円（前年同四半期比14.5%

増）となりました。親会社株主に帰属する四半期純利益は、14億87百万円（前年同四半期比11.3%増）となりまし

た。

 

 当第２四半期連結累計期間におけるセグメントの状況は次のとおりであります。

 

■ ニュートリション事業 

 医療、健康食品及び飲料業界等にカテキン（緑茶抽出物）、テアニン（機能性アミノ酸）、水溶性食物繊維等の

機能性食品素材、ミネラル製剤、ビタミン製剤等を製造、販売しております。

 水溶性食物繊維は、国内市場の医療用途、飲料用途及び欧米市場の医療用途、サプリメント用途が大幅に増加し

ました結果、売上高は前年を上回りました。 

 カテキンは、国内市場、アジア市場及び欧米市場のサプリメント用途が減少しました結果、売上高は前年を下回

りました。

 ミネラル製剤は、欧米市場のサプリメント用途が堅調に推移し、国内市場の飲料用途が増加しました結果、売上

高は前年を上回りました。

 テアニンは、国内市場の化粧品用途及びアジア市場、米国市場のサプリメント用途が増加しました結果、売上高

は前年を上回りました。

 ビタミン製剤は、国内市場の飲料用途が減少しました結果、売上高は前年を下回りました。

 この結果、売上高は、39億34百万円（前年同四半期比11.4％増）、営業利益は、8億58百万円（前年同四半期比

22.5％増）となりました。

 

■ インターフェイスソリューション事業

 乳製品、飲料、菓子、パン、加工油脂等の業界、及び化粧品、トイレタリー業界等に、乳化剤等の品質改良剤を

製造、販売しております。

 化粧品、トイレタリー用途は、国内市場及び海外市場で大幅に増加し、飲料用途は国内市場が増加しました。

 一般食品用途は、国内市場で堅調に推移しました結果、売上高は前年を上回りました。 

 この結果、売上高は、50億24百万円（前年同四半期比17.0％増）、営業利益は、9億64百万円（前年同四半期比

25.4％増）となりました。 

 

■ アグリフード事業 

 乳製品、飲料、菓子、パン、ハム・ソーセージ、即席めん、農産加工業界等に、鶏卵加工品、たん白素材、即席

食品用素材、フルーツ加工品、農産加工品等の食品素材、品質改良剤、安定剤等を製造、販売しております。

 鶏卵加工品は、国内市場のハム・ソーセージ用途等の粉末卵が減少しました結果、売上高は前年を下回りまし

た。

 即席食品用素材は、国内市場の即席めん用途が増加しました結果、売上高は前年を上回りました。

 フルーツ加工品は、国内市場の冷菓用途が減少しました結果、売上高は前年を下回りました。

 安定剤は、国内市場の製めん用途は減少しましたが、惣菜用途が増加しました結果、売上高は前年を上回りまし

た。

 この結果、売上高は、114億10百万円（前年同四半期比1.0％減）、営業利益は、4億40百万円（前年同四半期比

4.8％減）となりました。 
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■ その他 

 料理飲食等の事業を行っております。 

 売上高は、58百万円（前年同四半期比25.0％減）営業利益は、7百万円（前年同四半期比50.0％減）となりまし

た。

 

(２）財政状態に関する説明 

 当第２四半期連結会計期間末の財政状態は、総資産が前連結会計年度末に比較して３億97百万円増加して486億

99百万円となりました。主な資産の変動は、受取手形及び売掛金の増加８億68百万円、原材料及び貯蔵品の増加４

億79百万円、土地の増加14億89百万円、現金及び預金の減少19億63百万円、流動資産その他の減少３億24百万円、

有形固定資産その他の減少１億92百万円です。

 また、負債は前連結会計年度末に比較して５億42百万円増加して110億59百万円となりました。主な負債の変動

は、支払手形及び買掛金の増加４億65百万円、賞与引当金の増加１億96百万円、流動負債その他の減少２億23百万

円です。

 純資産は前連結会計年度末に比較して１億44百万円減少して376億39百万円となりました。これは主に、親会社

株主に帰属する四半期純利益14億87百万円の計上、資本剰余金の減少５億78百万円、為替換算調整勘定の減少２億

25百万円、非支配株主持分の減少２億57百万円、配当金の支払による減少６億５百万円によるものです。

 この結果、自己資本比率は前連結会計年度末の75.9％から75.5％となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 連結業績予想につきましては、第２四半期連結累計期間における実績を踏まえ、平成30年５月７日に公表しまし

た平成31年３月期通期連結業績予想を下記のとおり修正しております。

 

平成31年３月期通期連結業績予想数値の修正（平成30年４月１日～平成31年３月31日）      （単位：百万円）

  売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属

する当期純利益 

1株当たり当期

純利益

前回発表予想（Ａ） 

（平成30年５月７日発表） 
41,000 3,900 3,900 2,600 141円73銭

今回修正予想（Ｂ） 41,000 4,200 4,200 2,800 152円63銭

増減額（Ｂ－Ａ） － 300 300 200 －

増減率（％） － 7.7% 7.7% 7.7% －

（ご参考）前期実績

（平成30年３月期） 
38,689 3,802 3,813 2,584 140円88銭
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成30年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成30年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 9,116,082 7,152,707 

受取手形及び売掛金 10,890,547 11,758,809 

商品及び製品 3,377,015 3,468,069 

仕掛品 384,658 364,001 

原材料及び貯蔵品 1,892,575 2,372,264 

その他 892,386 568,303 

貸倒引当金 △31,071 △29,138 

流動資産合計 26,522,194 25,655,016 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 5,143,591 5,064,727 

土地 6,788,449 8,278,114 

その他（純額） 2,551,431 2,358,623 

有形固定資産合計 14,483,471 15,701,465 

無形固定資産    

のれん 12,608 4,481 

その他 202,710 219,429 

無形固定資産合計 215,319 223,910 

投資その他の資産    

投資有価証券 4,864,117 4,895,071 

その他 2,229,011 2,236,488 

貸倒引当金 △12,950 △12,950 

投資その他の資産合計 7,080,179 7,118,609 

固定資産合計 21,778,970 23,043,985 

資産合計 48,301,164 48,699,002 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成30年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成30年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 6,737,358 7,203,033 

未払法人税等 611,784 597,997 

賞与引当金 236,109 432,428 

その他 1,825,312 1,602,007 

流動負債合計 9,410,566 9,835,467 

固定負債    

退職給付に係る負債 215,533 209,509 

役員退職慰労引当金 399,829 425,914 

その他 490,816 588,567 

固定負債合計 1,106,178 1,223,991 

負債合計 10,516,745 11,059,458 

純資産の部    

株主資本    

資本金 7,730,621 7,730,621 

資本剰余金 7,918,674 7,340,648 

利益剰余金 23,712,492 24,594,236 

自己株式 △4,613,233 △4,613,318 

株主資本合計 34,748,554 35,052,188 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 1,808,584 1,838,209 

繰延ヘッジ損益 △17,647 △19,271 

為替換算調整勘定 150,446 △74,903 

退職給付に係る調整累計額 △40,905 △34,782 

その他の包括利益累計額合計 1,900,477 1,709,252 

非支配株主持分 1,135,386 878,103 

純資産合計 37,784,419 37,639,544 

負債純資産合計 48,301,164 48,699,002 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年９月30日) 

売上高 19,425,450 20,427,653 

売上原価 14,413,091 15,004,983 

売上総利益 5,012,359 5,422,670 

販売費及び一般管理費 3,064,293 3,151,260 

営業利益 1,948,066 2,271,409 

営業外収益    

受取利息 17,516 25,222 

受取配当金 29,474 33,746 

持分法による投資利益 23,839 - 

その他 51,223 36,467 

営業外収益合計 122,053 95,436 

営業外費用    

支払利息 4,813 2,339 

貸与資産減価償却費 4,257 3,781 

為替差損 5,840 11,412 

持分法による投資損失 - 42,282 

支払補償費 51,960 11,976 

その他 19,655 22,982 

営業外費用合計 86,526 94,775 

経常利益 1,983,593 2,272,070 

特別利益    

投資有価証券売却益 - 50,920 

特別利益合計 - 50,920 

特別損失    

固定資産除売却損 10,859 9,654 

投資有価証券評価損 1,000 - 

特別損失合計 11,859 9,654 

税金等調整前四半期純利益 1,971,733 2,313,336 

法人税等 584,632 726,122 

四半期純利益 1,387,101 1,587,213 

非支配株主に帰属する四半期純利益 50,700 99,773 

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,336,400 1,487,439 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年９月30日) 

四半期純利益 1,387,101 1,587,213 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 277,847 30,632 

為替換算調整勘定 89,791 △100,092 

退職給付に係る調整額 8,382 6,123 

持分法適用会社に対する持分相当額 19,931 △4,357 

その他の包括利益合計 395,952 △67,695 

四半期包括利益 1,783,053 1,519,518 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 1,715,539 1,296,214 

非支配株主に係る四半期包括利益 67,513 223,304 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 当社は、平成30年７月２日付で、連結子会社タイヨールシードプライベイトリミテッドの株式を追加取得しまし

た。この結果、当第２四半期連結累計期間において、資本剰余金が578,025千円減少しております。

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算） 

 税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

 なお、法人税等調整額は、「法人税等」に含めて表示しております。 

 

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負

債の区分に表示しております。
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（セグメント情報等）

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：千円） 

  報告セグメント 

その他
（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）２ 
 

ニュー 
トリション 

事業 

インター 
フェイス 
ソリュー 
ション 
事業 

アグリ 
フード 
事業 

計 

売上高            

外部顧客への売上高 3,532,375 4,292,937 11,522,715 19,348,028 77,422 19,425,450 

セグメント間の内部
売上高又は振替高 

－ － － － － － 

計 3,532,375 4,292,937 11,522,715 19,348,028 77,422 19,425,450 

セグメント利益 701,246 769,622 462,645 1,933,514 14,552 1,948,066 
 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、料理飲食等の事業でありま
す。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成30年４月１日 至 平成30年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：千円） 

  報告セグメント 

その他
（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）２ 
 

ニュー 
トリション 

事業 

インター 
フェイス 
ソリュー 
ション 
事業 

アグリ 
フード 
事業 

計 

売上高            

外部顧客への売上高 3,934,023 5,024,785 11,410,780 20,369,589 58,064 20,427,653 

セグメント間の内部
売上高又は振替高 

－ － － － － － 

計 3,934,023 5,024,785 11,410,780 20,369,589 58,064 20,427,653 

セグメント利益 858,820 964,858 440,452 2,264,132 7,276 2,271,409 
 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、料理飲食等の事業でありま
す。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。
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